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■ 環境経営方針

（環境基本理念）
株式会社リラインスは、企業市⺠として、また全従業員ひとりひとりが人間として、
地球への環境負荷軽減に努め、次世代への責任を果たします。
バーバラ・ウォード⼥史提⾔の
「Think Globally, Act Locally（地球規模で考え、⾜元から⾏動せよ）」
をスローガンとして取り組みます。

１．環境関連の法令や協定を積極的に遵守し推進する。
２．エネルギー使⽤量や廃棄物に関する⾃主管理基準を作成し、継続的評価改善に努める。
３．製品設計・製造にあたり環境アセスメントを実施する。
４．梱包材の減量化、リサイクル、再生材使用に努める。
５．全従業員に対する教育啓発を実施する

２００６年４⽉２６⽇

株式会社 リラインス
取締役社⻑ 利重義明
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■ 環境経営目標 2022年度（昨年）

１．⼆酸化炭素排出量の削減（kg-CO2）

69,125 内訳）①本社 17,625 ②SR 9,500 ③ｾﾝﾀｰ 42,000

２．廃棄物排出量の削減

コピー⽤紙使⽤量の削減（kg）

2,100 内訳）①②本社・SR 800 ③ｾﾝﾀｰ 1,300

３．⽔道の使⽤量の削減（m3）

270 内訳）①ｾﾝﾀｰ 270

４．環境アセスメントとしての施策

新規開発製品の設計時における環境負荷チェック
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■ 環境経営目標 2022（昨年） 主要な環境活動計画の内容

１．電気使⽤量 ①節電プランの維持

②空調設備の刷新（センター）と温度管理（全社）

※遮熱フィルム温度抑制（本社）

２．廃棄物排出量 ①電子化・デジタル化による社内文書のペーパーレス化の推進

②両面・裏紙・モノクロ印刷推進

③ＦＡＸのデータ受信推進

３．⽔道の使⽤量 センター︓節⽔の励⾏

４．環境アセスメント 設計時に製品が及ぼす環境負荷を考慮し、チェックシートにて記録する
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■ 環境経営目標の実績 ＆ 環境経営活動の取組結果の評価

環境活動の取組結果の評価
2018年度より、排出係数を⾒直し。

コメント
（未達成に対する）

新規開発品
⽔道使⽤量の削減

（m3）
コピー⽤紙使⽤量の削減

（Kg）
CO2排出量
（Kg-CO2）

－
環境負荷チェック

8件達成98.7%
448
442未達104.7%

2,125
2,225達成96.1%

112,000
107,685

2015 目標
実績

－
環境負荷チェック

10件達成82.2%
405
333達成98.4%

2,200
2,165達成76.6%

107,685
82,459

2016 目標
実績

－
環境負荷チェック

4件達成86.1%
330
284達成95.9%

2,150
2,061達成93.7%

70,035
65,640

2017 目標
実績

－
環境負荷チェック

5件未達101.1%
280
283未達114.5%

2,000
2,290達成93.7%

79,130
74,176

2018 目標
実績

出荷増に伴い印刷用紙増大
中期目標後に目標再設定検討

環境負荷チェック
8件達成92.1%

280
258未達109.5%

2,000
2,190達成92.5%

77,130
71,321

2019 目標
実績

新型コロナにて在宅勤務増
ITｲﾝﾌﾗ関連、電気量減らず

環境負荷チェック
4件達成95.7%

280
268未達103.2%

2,000
2,064達成91.4%

76,126
69,565

2020 目標
実績

いずれもほぼ目標通りの為、
わずかな意識で達成可能

環境負荷チェック
6件未達100.4%

270
271未達100.8%

2,100
2,116達成94.8%

70,000
56,910
9,453
66,363

2021 目標
実績（電/ｶﾞｽ
実績（ｶﾞｿﾘﾝ

計

達成95.9%270達成99.5%2,100達成98.3%66,500中期目標

環境負荷チェック
8件達成95.9%

270
259達成99.5%

2,100
2,090達成94.6%

69,125
54,989
10,398
65,387

2022 目標
実績（電/ｶﾞｽ
実績（ｶﾞｿﾘﾝ

計

※2017年 ⻄⿇布から新宿へ移転

電⼒購⼊先︓東京電⼒（本社）

排出係数︓0.476kg-CO2/kWh

電⼒購⼊先︓オリックス（物流センター）

排出係数︓0.595kg-CO2/kWh

※2019年〜
・コメント欄追加
2021年〜
・実績を電気とガソリンに分類

※調整後排出係数
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■ 環境経営目標 2023年度と中期⽬標（~2025年まで）

１．⼆酸化炭素排出量の削減（kg-CO2）

68,250 内訳）①本社 16,750 ②SR 9,500 ③ｾﾝﾀｰ 42,000

２．廃棄物排出量の削減

コピー用紙（A3/A4限定）使⽤量の削減（kg）

2,100 内訳）①②本社・SR 800 ③ｾﾝﾀｰ 1,300

３．⽔道の使⽤量の削減（m3）

270 内訳）センター 270

４．環境アセスメントとしての施策

新規開発製品の設計時における環境負荷チェック

中期⽬標︓ 66,500kg-CO2以下に抑える

中期⽬標︓ 2,100kg以下に抑える
（現状維持）

中期⽬標︓ 270㎥以下に抑える
（現状維持）
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■ 次年度 (2023年度) 環境経営活動計画の内容

１．電気使⽤量 ①節電プランの維持

※遮熱フィルム温度抑制の継続（本社のみ）

※不要な照明の消灯・間引き

②空調温度管理

２．廃棄物排出量 ①社内文書のペーパーレス化の推進

②両面・裏紙・モノクロ印刷推進

③ＦＡＸのデータ受信推進

３．⽔道の使⽤量 東京物流センター︓節⽔の励⾏

４．環境アセスメント 設計時に製品が及ぼす環境負荷を考慮し、チェックシートにて記録

ＳＤＧｓの観点より、新製品・流動品に関わらず、省資源／再⽣利⽤／

再利⽤／ごみ削減／CO2削減に関した基準の適合・不適合判定も確認
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■ その他

１．環境関連法規への違反（廃棄物処理および清掃に関する法律、消防法、容器包装

リサイクル法、労働安全衛生法、道路交通法・道路運送⾞両法ほか）

２．訴訟等の有無

３．外部からの苦情等の受付結果

環境関連法規に関する違反はありません。

また、過去３年間、関係機関及び利害関係者からの環境に関する訴訟や苦情はありません。

４．問題点の是正処置及び予防処置の結果

是正予防の処置を講じるような重大な問題は特になし。

５．代表者による全体評価と⾒直し

変更が必要となるようなシステムやパフォーマンスに関する問題点は⽣じていない。

引き続き継続的な改善を希望する。
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■ 組織概要

事業所名 ︓ 株式会社リラインス

代表者名 ︓ 代表取締役 利重義明

事業所 ︓ 本社 東京都新宿区⻄新宿６－６－３ 新宿国際ビル新館９Ｆ

︓ ショールーム 東京都新宿区⻄新宿６－６－３ 新宿国際ビル新館１Ｆ

︓ 東京物流センター 東京都東村⼭市⻘葉町１－２４－５

事業規模 ︓ 総従業員数８２名

環境管理責任者 ︓ 中山知則

担当連絡先 ︓ 経営管理グループ

事業内容 ︓ 水回り製品（トイレ・バスルーム内各種用品、アクセサリー、⽔栓⾦物、

シャワー）の企画設計、販売

EA21対象範囲（認証・登録範囲）︓全社・全活動
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■ 実施体制

取
締
役
社
長

環境管理責任者

事務局

新宿（９Ｆ）

新宿（１Ｆ︓ショールーム）

経営管理本部

営業本部

東京物流センター ⽣産管理本部

役割・責任・権限

・環境経営に関する統括責任
・環境管理責任者を任命
・環境⽅針の策定・⾒直し及び全従業員へ周知
・代表者による全体の評価と⾒直しを実施
・経営における課題とチャンスの明確化

取締役社⻑
（認証登録範囲のトップ）

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境目標・環境活動計画書を承認
・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境活動レポートの承認

環境管理責任者
（環境経営システムの代表者の代理）

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
・環境目標、環境活動計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成
・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・従業員に対する教育訓練の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境活動レポートの作成、公開

環境事務局
（環境管理責任者の補佐）

体制確⽴⽇︓2003/10 ，2023/4/1時点体制10


